
『大學』『中庸』における虚詞問題研究

語気詞について

水　原　寿　里＊

Particles　in“Daxue（『大恥』）”and“Zhongyong（『中庸』）”

Juri　Mizuhara

要　　旨　中国語を構成するものは，実詞と虚詞で，実詞は「体」，虚詞は「用」であり，実詞を働か

せているものは虚詞ということは周知されている。中国語文法は語順と虚詞の用法に尽きるとよく言わ

れる。語順はいくつかの型に帰納できるが，虚詞は個別的なものであり，一つ一つについて綿密な検討

を加え，その用法を明らかにしておかなければならない。

　中国人は古くから『五経』に生活の規範を求め，教養人必読の書として尊ぶとともに，これの解釈の

学に多大の努力を重ねてきた。ただ，これらの書物は多くの事実を語るだけで，人間はいかに生くべき

かという道理の記録に乏しい。この不便を救うべく，宋代の学者たちは，漢のころから『五経』に付随

して尊ばれてきた『論語』と，それを最も忠実に祖述した『孟子』のほか『礼記』のうちから選び出し

た『大学』『中庸』の二つを合わせて『四書』と呼び，『五経』を読む前提書としてその価値を強調した。

これらの書物の研究をふまえて，漢語の理解を追究すれば，当時の言語状態の把握も一層明らかになる

だろう。

　古代漢語の語気は様々な虚詞によって表示する。語法の結構上が西洋言語と大いに違う。語気詞は言

語の情態を表示する語詞である。というわけで，上古時代の語法の語気詞に当時の直訴の実際情況が表

われ，構成していることになっている。

　『大学』『中庸』の語気詞はその位置と作用により三種類に分けられる。句首語気詞・一中語気詞・句

末語気詞がある。但し，独立語気品がない。元朝，清朝の学者達の古代漢語に対する考証を比較しなが

ら『大面』『中庸』のなかに使った語気詞を調べてみた研究である。

『大学』の成立について

　『大学』は，もと『礼記』1）のf篇の名であるが，現在の『礼記』は戴聖の編集した四十九篇で，

『大学』はその第四十二篇に当たっている。『略記』は，古文献を収集したものであるからt個々の

篇がいつどのようにしてできたのかは，現在よく分らない。ただ，戴聖の編集は，漢の宣帝のころ

であり，甘露三年（前51年）より以前であることだけが確実である2）。そこで，『礼記』の各篇の

内容は，孔子よりあと，漢の宣帝（在位，前72～前36年）に至る，四百年余りの時期のどこかで成

立したことになる。そのため，古来から『大学』の成立については，各種の説がある。

　北宋（960～1126年）の程伊川3）は，「孔子の遺書」というのみで，だれの作かは明確にしなかっ
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たが，南宋（1127～1279年）の朱子4）になると，『大学』の経一章は孔子の言，伝十章は曽子5）の意

で，その門人がこれを記録したのだと云う。これは，孔子・曽子・子思6）・孟子7）という道統を強調

するためであって，孔子の『論語』8），子思の『中庸』，孟子の『孟子』9）に対して，曽子の『大学』，

というように巧みに割り当て，しかもこれを五経10）から独立させて「四書」と名づけ，儒教の根

本経典としたのである。それにはなんの証拠もない。しかし，この考えは，宋・明を通じて有力で

あった。ただ，明朝（1368～1644年）末期の三二周11）は，偽石経大学を信じ，r大学』を三思の作

だと考えていた。荻生祖裸12）は，孔子の七十人の高弟の伝えたものといい，中に曽子の言がある

のは，曽子の弟子が伝えたのだといっている。伊藤仁斎13）は，『大学』の書は，戦国時代14）に，斉

・魯の諸儒で，『詩経』15）『書経』16）をよく読んではいたが，孔門の宗旨をうかがい知らない者が作

ったのだという17）。

　以上の諸説は，いわば中世的な思考法に基づくもので，いずれも孔子・孟子の教えを金科玉条と

し，それとの関係において，『大学』『中庸』を論じ，肯定したり否定したりしたにすぎないのであ

って，真に客観的に『大学』の成立を検討しようとしたわけではなかった。

　このように『大学』が，先秦（前221～前207年）の古書ではなく，漢代の製作であることをその

結論としている。この以上の細部の点に至っては，甲論乙駁，容易には決定しがたいことと思われ

る18）。

　宋代になって，科挙19）に合格した新しい進士に，『大学』『中庸』その他を，天子から下賜する

風が起こった。国家の官僚としては，『大学』『中庸』をその心得とすべきだという意図からであっ

た。『大学』の表彰が朝廷に由来することは，やはり，注意されてよい。のちに，朱子の改定した

『大学章句』が，やはり明朝（1368～1644年）によって標準版として表彰され，科挙の必読書とな

ったことへもつながつた現象であろう。『大学』は為政者たる士大夫20）にとっての心得書となって

いったのである。朱子の『大学章句』は，まさに，士大夫個人の修養書としてより多く解釈されて

いるのである。北宋の下輩21）・司馬光22）などが，帝王学の原理としてこれを論じているめは，な

お，漢・唐の余風を受けるものであった23）。

　宋代に立てられた四書五経という段階づけは，今日で言えば，カリキュラム（教科課程）という

べきものである。もちろん，この段階に入る前に，小学としてr千字文』24）や『三字経』25）あるい

は『百家姓』鋤などを使って，文字や一般常識を勉強するわけである。こうしたカリキュラムは，

東アジアの知識人にとって共通のものであった。だから，つい百年ほど前まで，中国人と同じく，

日本人も大体，同一内容の教科書を使っていた27）。

　さて，四書の第一段階は『大学』というテキストの学習である。この本を手がかりに，勉学の始

まりである。まさに，小学から『大学』への切り替わりであるから，学生に取り，非常に印象的で

あった28）。

　北宋の学者程願曰く：「大学，孔子之遺書，而初学入徳之門也。於三二見古人三二次第者，猫頼

　　　　　　　　　　　　
此篇二二；而論，孟次之。学者必二三而二二，則庶二三不差　。」29）
　　　　　　　　　ゆ
　南宋の大思想家・儒学二朱烹曰く：「………人生八歳，則自王公以下，至於庶人之子弟，皆入小

　　　　　　さい
学；而教之以漉掃鷹封進退之節，礼楽射御書数三文。及二十三五年，則自天子之元子，衆子，二二
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公卿大夫，元士之子，與凡民之俊秀，皆入大学；而教之以窮理正心脩己治人之道。……時則有若孔

子之聖，而不得君師三位以行其政教；於是下取先王之法，論而傳之，以下後世。……而此篇（大学）

者，則因小学之成功，以著大学之明法；外有以極其規模之大，而内有以蓋其節目之詳者也。三千之

徒，蓋莫平野其説；而曽氏之傳，猫得其宗，於是作為傳義以装甲意。及孟子没，而其傳野冊。則其

書四三，而知者鮮　。……於是河南帯副両夫門出，而有一切乎孟氏晩学。實始尊信此篇而表彰之；

既又為之次其野州，稜甲子趣。然後門者大学教人開法，聖終賢傳之指，附則復明旦世……」30）

　平門は「初学入徳ノ門ナリ」と書いているが，内容は相当に抽象的である。そういうわけである

から，文字を学ぶ小学の時代とは違い，『大学』に対して内容把握を第一としつつ，それこそ眼光

紙背に徹するようにして読んでいたわけである。ところが一つ問題がある。たとえぽ『千字文』の

場合，すべて四文字で一句を構成した簡単な文である。文法用語でいえぽ，ほとんどが単文であ

り，複雑な構造の文は出てこない。ところが，その複雑な文としてぶつかるのが『大学』あたりと

いうことになる。もちろん，『孝経』31）などは，番外として学習していたではあろうが，少なくと

も，四書五経という体系的学問のスタートにおいては、t複雑な文構造を研究的に探りつつ，内容理

解するという態度であらざるをえない32）。

　あらゆる面で『大学』を研究した学者が多かったが，その研究をふまえて，今度，熟読玩味のな

かで文法構造の角度より逆詞問題中の語気詞を通じて，当時の文言文の語法構造を探究してみた。

『中庸』の成立について

　『中庸』は『煮干』中の一篇であって，今の『礼記』の第三十一篇に当たる。その作者や成立の

時期については，『大学』と同様に諸説がある。

　前漢（前206～8年）の歴史家である司馬遷の『史記』の「孔子世家」の文中に「孔子生鯉，字

二丁。伯暦年五十，先孔子干死。伯平生仮，引子思。年六十二。嘗困平顔，子野作『中庸』とある

のに基づき，『中庸』の作者は子思と考えられた。

　後漢（25～214年）学者鄭玄33）は，「孔子之孫，子思仮作『中庸』，以昭明聖祖之徳』といってい

る34）。『漢書』35）芸文志に「子思二十三篇」と記録されている。r暦書』36）経籍志，『唐門』37）芸文志

には「子思子七巻」とある。子思子と呼ばれるようになったのは晴・唐に始まるのである。二十三

篇と七巻という相違は，要するに二十三篇本と七巻にまとめたのであううといわれる38）。

　北宋程願日く：「不偏之門中，不易之謂庸。肖者，天下之正道；庸者，天下之定理。下篇乃孔門

傳開心法；子思恐其久下差也，刀筆之於書，以授孟子。其書始言一理，中下下呪事，平復合為一

理。放之則彌六合，巻之則退藏於密。其味無窮；皆實學也。絶讃者玩索而有得焉；則修身用之，有

不能盤者　。」南宋朱門曰く：「中庸何為而作也？　子思子憂道學之失其傳而作也。……若吾夫
　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

子39），難不得其位；而所以継往聖開來學，其功力有賢於塵，愛者。然平帯時，側帯知之者，惟堕

氏40），子等之四壁其宗。及豊岡之再傳，而復夫子之孫ま墨；開平国遠，而異端起　。ま墨慨夫子

愈久而愈門門野選，半国推本甲，舜以來相傳之意，質以平日所聞父師之言，押回演繹，作為此書，

以詔後門學者。」41）

　もっとも一方には，『中庸』を下思の作ではないと疑う人々もなかったわけではない。甲羅の欧
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陽修42）・小面43）などである。清朝44）では崔述45）があった。これらの中庸否定論はいずれも，中庸の

内容が，孔子の思想を正しく伝えていないという判断によるのである。これをはっきりと論じたの

が日本の伊藤仁斎である。「『中庸』もまた孔子の言を演繹している。この書物は確かに三思が作っ

たのかどうか分らないけれども，しかし，その言は『論語』と合致しているというように，総括的

には中庸を認めながら，その内容については，いろいろと批判している46）。

　『中庸』の成立については，『大学』と同じく不明な点が多い。現在のところ，秦の始皇のころか，

漢の武帝のころかというのが一つの争点である。今一つは，r中庸』を筋の一貫した完整の書とみ

るが，または雑然とした編集物とみるかである。第一の争点については，今のところ決定しがた

い。結論的に言っておけぽ，『中庸』が「中」「誠」などを中心として，関連する文章を寄せ集めた

書物である。「中」は儒仏道三教47）を貫く中心題目とされている。この「中」は表現を越えた深遠

極まりないもので，強いて名づければ，「誠」であり，「隠」であり，「一」であり，つまり「未発

之中」という，言語を絶したものだという。そこで，孔・老・釈迦の道の密なることが，天下万世

に明らかとならないのである。これが『中庸』の部の結論となっている。『中庸』が『易経』とつ

ながり，そこからやがて，老子・釈迦にまでつながっていく。三教は結局のところ，「中」の一字

に集約され，したがって，三教を合一し，三教を越えたところに本源があることになる。『中庸』

が『論語』に比べれば，もちろんより体系的であることは言うまでもなく，確かに儒教概論という

ことができる48）。

『大学』『中庸』のなかの句首語気詞，南中語気詞，句末語気詞などの虚詞問題研究

　人間は，思想や感情を他人に伝達する場合に，まとまった言語単位を必要とする。このまとまっ

た言語単位が文であり，その文についての一定の形式・方法をまとめたものが文法である。

　言語単位のもっとも小さいものは単語である。単語は，その性贋と用法によっていくつかに分け

られる。これを品詞の分類という。品詞の分類については，必ずしも一定したものはないが，中国

語では通常，名詞，代名詞（代詞），動詞，助動詞，形容詞，数詞，助数詞（：山詞），副詞，前置詞

（品詞），接続詞（連詞），助詞，語気詞という区分がなされている。そして，これらは大きく実詞

（実字）と一振（虚字）に分けられる。本来，事物・動作・変化・性状・数量など，玉壷的な概念

を表し，単独で文になることができるものを実詞（実字）と呼ぶ。ただ現在の段階では単語の品詞

分類の方法や種類自体，研究家によって多少の違いがあり，また，実詞・虚詞の分類にも諸説があ

る。名詞・動詞・助動詞・形容詞を諸家は一致して実詞（実字）とするが，数詞・助数詞（母詞）

・代名詞（言詞）・副詞などは，どちらに属させるか説が分かれる。ここでは辮論しないが，前置

詞（介詞）・接続詞（三二）・助詞・語気詞などは，ふつう虚字に分類される49）。

　中国の古代漢語語法大師の王力博士50）は品詞の大切さを以下に磐えたことがある。「既然虚詞的

意思是比較空虚的，我椚説話倣文章，還要虚詞倣什麿？　謡言傘建築来倣讐言詮！　実詞好出血・

瓦・石頭，虚詞由比青灰・三合土。確・瓦・石頭固然是重要的，但是，如果鋏少了民話・三合土，

房子還是造不起来。因此，虚詞是根重要的。………乱調，並不是真的“空虚”，官是有官的意義和

作用的。我椚必須徹底了解官的意義和作用，然後園有可能把文章試掘。」（虚血は不要？　虚詞は無

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一46一



『大學』『中庸』における虚詞問題研究

意味だということに対して建築物を例に引いて，実詞は煉瓦・瓦・石材，虚詞は漆喰・セメントに

あたる。煉瓦・瓦・石材は勿論，大切だが，漆喰・セメントが無ければ，家は成り立たないように

虚詞は重要である。………実は虚詞は“空虚”ではない。それには意義と作用がある。それの意義

と作用をよく把握すれば，文章をむだなく的確に表現することは可能である。）と51）。

　以上のたとえで「実詞」は「体」，「虚詞」は「用」で，お互いの働きの大切さが分る。

　「虚実」のなかに「語気詞」があり，語気詞とは，話し手が事象をどのようにとらえているかを

示すものと，話し手が聞き手に対してどのように訴えるかをしめすものに分かれる。後者はさらに

疑問・推測・命令などを現わすものと，呼びかけ・督促・誇張などを現わすものに分かれる。以上

三種の語気詞のうち，はじめの二種は平叙文・疑問文・命令文……など，文の成立にあたってそれ

ぞれにその文の文法的意味（機能）を現わすものであり，後の一種は話し手の態度や気持をあらわ

すものである。漢文としては，文意を明らかにする上で大切な働きをもっている。「語気詞」の用

法は繁雑であるが，しかしこの知識が確実でなければ，漢文を正確に訳解することは難しい。

　中国人が古来，生活の規範を求め，教養人必読の書として尊ばれ，これの解釈の学に多大の努力

を重ねてきた『大学』『中庸』。そのな：かで使われる「語気詞」について分類すれば，その位置と働

きにより，〈一〉句首語気詞〈二〉句中語気詞〈三〉句末語気詞に分けられる。

〈一〉句首語気詞

　句首語気詞は浮歩にあり，古人が「発語詞」「発声詞」と卜するもの。句首語気詞は感情を表す

或いは語気を興発する，また語気を転換するという。『中庸』の春雪語気詞にはr夫」「其」を使っ

てあり，『大学』のなかには句首語気詞はない。長文だが研究者の文を引いてみる。

①夫：

　　元，旧師緯著・清，王克仲集注『助語僻集注』第四十九頁：「“夫”字在句首者，為獲語之端。

　　在句末者，千句絶之絵聲，亦意椀聖帝衛。」

　　清，導引之『経理繹詞』巻十第一三一頁：「“夫”，獲聲也。」

　　清，馬建忠の『馬氏文通』巻五，第五十六頁：「夫字，孝経諌謬章注疏云，夫，焚下之端。爾

　　雅郭敲，有夫爾筆者，邪疏云，夫者，築紫僻。」

　　胆力，『古代漢語』第二珊第四六一頁：「“夫”（fU）字用於白首，表示要獲議論。官降卒指示代

　　詞“夫”字旦夕三号，財経変成了純粋的語気詞，不能再解作“這個”或“那個”。現代漢語裏

　　没有適當的虚詞可勢和官寺鐸。」

　　『中庸』のなかに句首語気詞として，語気を興発する「夫」字が次の三つをあげられる。

　・　美孝者，善継人之志，略述人之事者也。

　・　美政也者，蒲華墨。

　．臭焉有所筒？

②其：

　　元，『助語僻集注』第一一九一二「“其”同“：豊”，図説以聖意，有如俗語“緊々是”之意，専有

　　如“莫”字憶意。韻書云“安也”，乃“安可”，“安能”野畑，非“安寧”之“安”。“焉也”“曽
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也”。又日“非然之辞”。

清，王引之『経傳隅隅』：「“其”字，除町稻外，又表語気，或為測度，擬議，同“殆”字。」

清，r，馬氏文通』巻四脚三十八頁：「“其”為一句之起詞，而“其”字在主次者，問句，倒文。」

王力，『古代漢語』第二珊第四六一頁：「語気詞“其”字用於句首或句中，表示委娩的語気。在

陳述句調疑問句裏，官表示“大概”“恐伯”等意思。」

『中庸』のなかに貫首語気詞「其」，「反問語気」として使ったのは，次の一つがある。『大学』

には無し。

。　筍不固聰明開知達天徳者，箕敦能知之。

〈二〉句中語気詞

　句中語気詞は，句のなかにある。語気の順応，停頓或いは感情を表すという。『大学』『中庸』の

句中語気詞は：「也」，「之」，「其」，「哉⊥「者⊥「号」などがあげられる。

①也：

　　元，盧以緯r助語欝』第一頁：「“也”，是句意結絶塵。」

　　清，字引之『経傳繹詞』謄本常語篇『文言虚字』第一八一頁：「“也”字，用在句中表停頓的語

　　気，正門白話裏声“廟”字一様。這也可以分野類來看，有時候在主語之下用“也”字一：一・頓。有

　　時候在副詞（尤其是表時間的）野師“也”字一頓。而小下之後下tt也”字停頓的尤其多。還有，

　　在列挙型物的時候也常用“也”字表停頓。」

　　王力，『古代漢語』第一朋第二四一頁：「秦漢以前，判断句一般不用繋詞，而是在平語後面用語

　　気詞“也”字來審助判断。」

　　『大学』『中庸』のなかに文中語気詞の「“也”は三十六ヵ所をあげられる。停頓の働き，上の

　　語句を明らかに指示する。「也」字の位置の違うにより，五種類に分けられる。

　　1．「主語」，「起詞」の後に使用したのは一ヵ所をあげられる。

　　　・　斯礼＆，達乎諸侯，士大夫及士，庶人。（『中庸』より）

　　2．「附属小句」の後に使用したのは，『中庸』のなかから，十ヵ所をあげられる。r大学』には

　　　無し。

e

e

e

．

．

e

e

君子之中庸金，君子二時也。

小人之中庸亀，小人而無忌揮也。

道之不行亀，我知之　。

道之不明亀，我知之　め

回之為人色，揮乎中庸，得一善，則拳拳服膚而弗失之　。

一門至＆，難聖人亦有所不知駕。

及其至亀，難聖人亦有所不能焉。

天地之大＆，野州有所憾。

君子之道，町端乎夫婦，弓馬至論，察乎天地。

今夫天，斯昭昭之多，及其無窮亀，日月星辰繋焉，萬物覆焉。
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『大學』『中庸』における虚詞問題研究

3．「列挙事物」に使用したのは，『中庸』のなかから，二十ヵ所をあげられる。『大学』に無し。

　・　天下之達道五，所以行之十三，日君臣亀，父子＆，夫婦＆，昆弟＆，朋友童謡＆，五

　者，天下皇朝道也。知，仁，勇三者，天下之達徳也，所以行之者一也。

　・　凡為天下国家有益経，1ヨ：修身＆，尊母亀，親親亀，敬大臣＆，膿群臣＆，子庶民亀，

　來百工＆，柔遠人＆，懐諸侯｛鉱

　・　天地之道：博亀，厚亀，高＆，明亀，悠＆，久＆。

4．「句首限制詞」の後に使用したのはr大学』のなかから，一ヵ所をあげられる。

　・　聴訟，吾良人也：必＆虚無訟乎！

5．「停頓語気詞」の「者」の前に使用し，「也者」と連用して，その意味をいっそう強めるこ

　　とがあるのは，『中庸』のなかから，四ヵ所をあげられる。『大学』には無し。

　　　ム
　道也者，不可須與離也。

　中＆者，天下之大本也。

・　和＆者，天下之達道也。

　夫政＆者，蒲盧也。

②之：清，馬建忠r馬氏文通』巻融雪一頁：「“之”字応用七。其一，以介於両名字之間者。其二，．

　　　以介出面字名字之間者。其三，以介於代字名字之間者。其四，以介於名字動字之間者。其

　　　五，散二字用於偏次，而名字在正次者，率由之字以明之。其六，凡読於起詞坐動之間，間直

　　　懸字，一若緩其血気者然。其七，凡止二品乎動字者，倒文也。扇動字或有弗欝，或為痴愚

　　　者，虚血之字，僻恰幅切者，間参八字。」

　　『大学』『中庸』の渦中語気詞として，「順適語気」と「止詞提前」の「之」の使用したのは，

　　十ヵ所をあげられる。

e

e

．

如悪悪臭，如好好色，此芝謂自謙。

此芝謂矩之道。

此2謂民之父母．

小人虐使為国家，蕾歯並至，錐有善者，亦無如之何　。

　天命芝謂性，率性芝画道，修道芝為教。

・　庸徳芝行，真言芝謹，有所不足，不敢不勉，有絵不敢鑑

・　詩日，既謡曲哲，以保其見其此芝謂與。

（以上『大學』より）

（以上『中庸』より）

③其：清，r馬氏文通』巻一第三十七頁：「其字，書論一句寝起詞，或為一句露出詞，或其読有連字

　　　而詞気立若者，至承接副読，則苗字傍居主次，而為接続代将。」

　　　李玲瑛『古代漢語精解』第一八二：頁：「主要表示一種話語的語気或情態，通常血煙表示面度，

　　　推測，可謬論“大概”“可能”s“幽幽”等。」
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　『大学』『中庸』のなかの句中語気詞として，推測，話し合いの語気で使用したのは十四ヵ所

　をあげられる。

・　曽子日：「十目所視，十手所指，其嚴乎！」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上『大學』より）

　子日：「中庸箕至　乎！民鮮能久　。」

・　子日：「道負不行　。」

。　子日：「平準大知也與！」

・　子日：「舜巧智而好察即言，隠悪而揚州，執其両端，用平中於民，群群以為畦畔！」

　子日：「父母箕順　乎！」

・　子日：「鬼神之琴師，箕盛　乎1」

・　子日：「舜箕大孝也與！」

・　子日：「無憂者，負惟文王乎1」

・　子日：「武王，響町負達孝　乎1」

・　子日：「新序郊社之禮，締嘗之i義，治国箕如示諸掌乎！」

。　詩日：「既明且哲，以保其身」箕此之謂與。

。　王天下有三重焉，箕寡過　乎！

・　君子町所不可飾者，負唯人甲所不見乎。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上『中庸』より）

④号：元，盧以緯r助語群』：「号字，有在句中者，有在句末者，皆詠歌之助聲。」

　　　陳西師範大学『古漢語懸詞用法詞典：「号（xi）語気詞，用在句中或句末，野緩語氣。」

　　　『大引』のなかに句中語気詞の「号」字が「緩和語気」として使ったのは十ヵ所をあげられ

　　　る。

e

．

琶参燗参，赫参喧参，有斐君子終不可破門

藷含燗参者，拘可也。赫参喧参者，威儀也，：有斐君子，終不可誼参者，道盛徳至善，民之不

能忘也。

秦野日　若有一個臣，断断参，無他技，其心休休焉。其如有容焉。

⑤哉：元，盧以緯r助語僻』第＋六頁：「哉，句絶而有嵯歎之意。」

　　　清，馬建忠『馬氏文通』傳疑助字九之五第四十八頁：「哉字，説文謂言之間也。禮記曽子問

　　　正義日，哉者，疑而量度之欝，説文之解下切，正義之解不全，蓋喉音啓歯，其聲悠長，経籍

　　　用田破疑而設問者蓋置，用以擬議量者居多，而用以往復啄歎者則最稻也，所用一切句式，與

　　　乎字同。」

　　　清，王引之『経傳四一』常語本第二〇八頁：「哉字，有用在句中的，即謂語倒在主語之前時

　　　用之。即目前之事発為感嘆。」

　　　『中庸』のなかに「謂語倒在主語前」の用法として「感歎，停頓」の語気を表したのは，六

　　　ヵ所をあげられる。r大学』のなかには，無し。
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故君子和而不流，強畿矯。

中立而不予，強畿矯。

國有道，不変塞焉強論。

國無道，至死不変，強剛矯。

大畿，聖人之道，洋洋乎，発育萬物，峻極子天。

優優大畿，禮儀三百，威儀三千，待其人然後行。

⑥者：元，盧以緯r助語欝』第九頁：「有“者”前，“也”後，“者”挙其説於前，“也”繹其意於後

　　　斜懸之。」

　　　清，馬手忠『平氏文通』第五十四頁：「阿字，為用有戸，一三句之平等，二野止詞，三為表

　　　詞，四為司詞，平居偏次者，六用若加語者，七有蝦設詞気者。」

　　　清，王業之r経傳繹詞』常語本第十八頁：「者字，大別為稻代和提頓両類。提頓之用法分二

　　　類，或黒砂一男肥後，或用在一小句之後，者字作頓的小句，多数是假設小句。」

　　『大学』『中庸』のなかに「芳野語気詞」として，語気の「停頓」を表わしたのは，三十三ヵ

　　所をあげられる。

　・　所謂誠其時藷，母勿欺也。

　・　如切如声門，道学也。

　・　如琢如磨会，自修也。

　・　琴号燗号…暑，拘標也。

　・　赫今喧号会，威儀也。

　・　有斐君子，終不可喧号会，道盛徳至善，民之不能忘也。

　・　所謂修身在否回心会，身有所盆懐，則不得其正。

　・　所謂齊其家在修其会，人之其所親愛而辟焉。

　・　所謂治國門先齊其二会，其家不可宇戸紅教人者，無之。

　・　孝会，所以事君也。

　・　弟会，所以事長也。

　・　慈藷，所以使衆也。

　・　所謂平天下在治其学会，上老老，国民與孝，上長長兄民興弟，上憧孤而民二倍，是以君子有

　　　禦矩之道也。

．儲，本也。

・財2，末也。

　・　言惇而出会，亦惇寺入。

　・　貨惇而入会，亦惇聴納。

　・　為之会疾，用之会舎予，則財恒足　。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上『大學』より）

　　　道也会，不可須與離也。
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．

e

．

．

e

．

e

．

．

e

中也会，天下之大本也。

和也会，天下四達道也。

夫孝会，善継人闘志，善述人馴事者也。

夫政也会，蒲盧也。

仁2，仁也．

嘉，宜也。

誠会，天之道也。

誠之会，人之道也。

無名，不勉野中，不事解徳，従容中道，聖人也。

誠之会，揮全手固執之者也。

誠著，自成也，野道，自道也。

誠暑，物之終始，不下肥物。

誠会，非自成焼干己也，所以成物也。

（以上『中庸』より）

〈三〉句末語気詞

漢文の句末語気詞は四種類に分けられ，①陳述語気詞：「也」「　」「焉」「耳」等。②疑問語気

詞：「乎」「與（歎）」「邪（耶）」「哉」「也」等。③「停頓」語気詞：「者」「也」。④「祈使」と感嘆

の語気詞：「　」「也」「哉」等があげられる。

　『玉響文集』第三巻「漢語的特点」第六六七頁：「漢語的語気詞放馬一句目末尾，所表示的語気有

確定語気，予測語気，胆管語気，商量：語気，説服語気，当然語気，答辮語気，誇張語気，疑問語

気，反問語気等。」

　清，馬建忠『馬氏文通』巻九第五十八頁：「古人謹爾話言，往往意在言外，記者追憶其言而筆之，

筆之或不足擬其群，故助以聲。一之不足而再焉，而参焉，至欝気畢達而止。」また，「記者追考言者

之二三等等，故凡句之有合助者，大抵皆野啄歎而発，又凡助字：之甕助一句也，各以本意相加，非以

二三字野合助，而更幻新意者也。」

　r中庸』の句末語気詞の連用形も現われ，「　乎」「　夫」「也與」等をあげられ，先ず「傳信助字」

の「也」，「　」を文末に置いて，次に「傳疑助字」の「乎」「與」「夫」等をつけ加わえて，語気上

の連用形は語気を強める効果が現われる。

①也：元，慮以緯r助語欝』：「“也”者，語巳欝。」

　　　清，馬手忠『馬氏文通』巻九第三頁：「廣韻云，也，語助也，欝之終也。顔子家訓書謹篇亦

　　云，也，早撃及助句之群。愚謂也字所助有三日助句，日助読，日助實字，以視所謂三用者，較

　　為卜書。」

　　　清，甲香之『経界繹詞』常語本：「也字用法，可大別為句末和句中両類。句末的也字，難也

　　用在疑問，感歎，命令等語気，却是挙用在直陳語気為最多。」

　　『大学』『中庸』の句末語気詞の「也」として，一一九ヵ所をあげられる。すべて「陳述語気」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一52一



　　　　　　　　　　　　　『大學』『中庸』における虚詞問題研究

の使用である。

。　其所厚飼薄，而其所痴者厚，未之有＆。此謂知本，此謂知之至＆。

・　所謂誠画意者，母自欺金。

・　此之謂自前，故君子必慎幽幽亀。

・　応仁中，形於外，故君子必慎其猫＆。

・　寸切出土者，道學缶。如意如磨者，自修亀。悪血燗号者，拘｛栗亀。赫号喧号者，威儀亀。有

　斐君子，終不可誼号者，道盛徳至善，民之不能忘＆。

・　君子面癖賢，而親其親。小人樂其樂，而利其利，此以没世不忘金。

　　　　　　　　　　　　　　ム
・　帝典日，克明峻徳，畑鼠明也。

・　聴訟，受壷人＆。必也使無訟乎。

・　故君子不出家，而成教於國。孝者所以事君亀。弟者所以事長金。慈者所以使衆亀。

・　議論赤子，心誠求之，難不中心遠　，未踏學養子而后嫁者＆。

・　是故君子有諸己，血忌求諸人，無血己，而后非諸人，所藏乎身不恕，而能喩諸人者，未之有

　＆。

・　詩云，其儀不武，正是四國，其為父子兄弟足法，而后民法之＆。

・　上櫨孤而民謡倍，是以君子有誌面皇道＆。

・　徳好本亀。財者末＆。

・　見賢士不能畢，翠而不能先，主面。見不善而不能退，退而不能遠，過金。

・　未直上好仁而下血好義者＆。未有好義其事不田虫＆。未面諭庫財非其論者亀。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・　與其有聚敷寵臣，寧有盗臣，此謂國不以利為利，以義為利也。

・　小人面面為並家，虫害拉至，難有善者，亦無の如之何　。此謂國不以利為利，以義為利琶。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上『大學』より）

・　道也者不可須奥離＆。可離非道＆。

・　室見乎隠，莫顕乎微，故君子慎其蜀金。

・　中也者，天下盛大本金。和也者，天下之達道金。

・　小人之中庸也，小人而血忌揮＆。

・　知者過之，愚者不語誌。

　　　　　　　　　　　　　
・　賢者過之，不肖者不及也。

・　人工不飲食也，鮮能知味＆。

・　舜其大知亀與。

・　人皆日予知，騙而納諸細面陥穽心中，而莫之知恩＆。人皆日予知，謡言中庸，而不能期月島

　　亀。

・　天下國出血均亀。爵禄可僻＆。白刃可踏亀。中庸不可能亀。

・　寛蛸壷教，不報無道，南方之強琶。

・　祇暗譜，死而不厭，北方之強＆。

・　鳶飛五天，魚躍子淵，言其上下察亀。
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君子之道四，丘未能一焉。所求乎子，以事父未能亀。所求乎臣，以事君未能亀。所求乎弟，

以事兄未能＆。所求乎朋友，出組之未申色。

舜其大孝金與。

父母之喪，無貴賎一＆。

夫孝者，善織人皆志，善述人之事者色。

宗廟軽量，所以序昭穆金。序爵，所以辮貴賎金。序事，所以辮賢＆。旅酬下為上，所以逮賎

金。燕毛，所以序歯亀。

事死軍事生，事亡如事存，孝之墨色。

王師之禮，所以事上帝亀。宗廟之禮，所以祀乎其先亀。

夫政也者，蒲盧亀。

仁者海亀。親親為大。義者宜金。尊賢為大。親親之殺，尊賢之等，禮所生金。

君臣也，父子也，夫婦也，昆弟也，朋友之交也，五韻，天下之達道金。知仁勇三者，天下之

達徳＆。所以行之者一亀。

写生而知之，或學而知之，耳輪而知之，及其知之一亀。

或安富行之，聴器単行之，或勉強而行事，及其成功一＆。

齊明盛服，非禮不動，所以修身＆。去訟遠色，賎貨而貴徳，所以勧賢色。：尊其位，重其禄，

同其好悪，所以勧親親＆。官軍任使，所以勧大臣亀。忠信重禄，所以勧士亀。時使吊橋，所

以勧百姓亀。日興月試，筆墨稻事，所以渤百工亀。送往迎來，嘉善而衿不能，所以柔遠人△

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　也。縫絶世，墨廣國，治鑑持危，朝聴以時，直往而薄氷，所以懐諸侯也。

凡為天下國家有九経，所以行之者一｛亀。

回者天之道亀。誠之者人之道亀。誠者不勉郷中，不思而得，從容中道聖人＆。誠之者澤善而

固執優者亀。

有毒學，學之弗能弗措＆。有弗問，問之生知弗措＆。有弗思，思之弗得弗措亀。有弗辮，辮

之年明弗措亀。有弗行，行革留処弗措亀。

選者自成典。而道自道亀。

誠者非自適己而已色。所以成物亀。四半仁亀。成物知亀。性之徳＆。合邸内之道県。

故塁措之宜＆。

博厚所以：載物＆。高明所以覆物亀。悠久所以成物亀。

天地之道，可萱言下墨金、。

維天之命，於穆不馴，蓋日天之所以為天亀。於乎不顯，文王之徳之純，蓋日文王之所以為文
琶
。

愚而好自用，群棲好自軍，生乎今之世，反古細道，如此老，裁及其身者亀。

吾説夏禮，杞不足徴亀。

質諸鬼神死毒疑，知天亀。百世以侯聖人而不惑，知人金。

誤算無悪，在此無射，庶幾夙夜以永終魯，君子未有不如此而蚤有答於天下者金。

摺物蚊育而不相取，道拉行而不相惇，小櫃川流，大徳敦化，此天地之所以為大＆。
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　　　　　　　　　　　　　　『大學』『中庸』における虚詞問題研究

　　　唯天下至聖，為能聰明叡知，足以有臨＆。寛裕温柔，足以有容＆。獲強剛毅足以有執｛鉱

　　　齊荘中正，足以有敬＆。文理密察，足以有別＆。

　・　詩日，衣錦尚綱，悪其文之著亀。

　・　子日，三色之於以二尊，末＆。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上『中庸』より）

②夫：元，三部調r助語僻』・「熟字，在句末者，為句絶之鯨聲，亦意娩而聲衛。」

　　　清，馬鐸忠肌罵氏文通』即今傳疑助字第五十六頁：「夫字，在句末者，專解歎詞，夫字工於

　　虜（歎。」

　　　『中庸』のなかに，感歎句末語気詞の「夫」として使われたのは二ヵ所をあげられ，『大学』

　　のなかになし。

　　　　　　　　　　　ム　・　子日：「道其不行　夫。」

　　　　　　　　　　　　　　　ム
　・　夫微之顯，誠之不可捻如脚夫。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上『中庸』より）

③乎＝元，盧以緯r助語僻』：「本字，多疑而未定之僻，或為問語。」

　　清，馬建忠『馬氏文通』巻九傳疑助字：「乎字，説文謂語之鯨也。檀弓正義云，疑酔也。語絵

　　者，助字也。疑僻者，唐墨也。」

　　　士力『古代漢語』第二七五頁：「疑問語気詞“乎”字，表示純梓的疑問。課成現代漢語時，

　　詳成“囑”字。“乎”字銀“其”字相呼鷹時，表示一種委娩語気，略等於現代的“唱”字。有

　　時“乎”越中表示疑問，而是表示感歎。」

　　　『大学』『中庸』のなかに「乎」としての「句末語気詞」が十二ヵ所をあげられ，そのなかに

　　一ヵ所が「反問語気」，そのほかの十一ヵ所が「感歎句末語気詞」の使い方である。

　　△「反問語気」としての「乎」一ヵ所：

　・　詩云　邦畿千里，惟民所止。詩云　絡蟹黄鳥，止於丘隅。子日　於止，知其所止，可以人而

　　　ム
不如鳥乎。

　　△「感歎語気」としての「乎」十一ヵ所；

．

e

．

e

e

e

e

　　　　　　　　　　　　ム
十目所視，十手所指，其嚴乎。

　　　　　　　　　　　　　　　　ム
子日　聴訟，吾半人也，必手使無訟乎。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
野馳揚善，執其両端，用其中於民，其斯以為舜乎。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
宜爾室家，楽爾妻格，子日　父母其順　乎。

　　　　　　　　　　　　ム
子日　鬼神之為徳，其盛　乎。

　　　　　　　　　　　　　　　
子日　無憂者，其唯（惟）文王乎。

　　　　　　　　　　　　ム
子日　武黒馬公，其達孝突乎。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
明乎郊社之禮，楴嘗之義，治國其如示諸掌乎。

王天下，有三重町，其四過　乳

　　　　　　　　　　　　　　　　
君子所不可及者，其唯人之所不見乎。
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（以上『大學』より）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上『中庸』より）

④　：元，聖哲緯r助語群』：「　字，是句意結絶虚。」

　　清，馬手忠『馬氏文通』日給之三：「　，傳信助準準。．説文謂母語再三。　字者，所以決事理

　已然之口氣也。……於將來之事而助　字者，所謂決其必了之口氣也。……有為歎字者。」

　　李三野『古代漢語精解』第二五二頁：「　字是表示動態的句末語気詞，官総是把事物稜展到一

　定階段的状況當作一種新情況告訴別人，帯有動作巳経完成的意味。　的用法可分三種：表示情況

　已経如何。表示將要或必将出現甲種新的情況。表示感歎，也可用於祈使句，疑問句，感歎句的末

　尾，其実官率然保留着自己特有的那種報道新情況的語気。」

　『大学』『中庸』の「句末語気詞」としての「　」が「陳述已然」「陳述將然」「感歎」の三種類に

　分けられる。

　　△「陳述已然」の句末語気詞「　」字が六ヵ所をあげられる。

故好早知其悪，悪而知其早早，天下早事。

．中麟如何。

・　道之不行也，我知之灸。

・　道之不明也，我知之奏。

・　鬼神半半徳，其盛灸乎。

．武王周公，其達孝奏乎。

（以上『大學』より）

（以上『中庸』より）

△「陳述昂然」の句末語気詞「　」字が二十六ヵ所をあげられる。

●
O
●
O
●
●
●
●

●

●

●

●

●

●

中有本末，事有終始，知所先後，則近道奏。

其本半田末治者否灸。

心学求之。難熱中，不遠灸。

有國者不可以不慎，辟則為天下修奏。

康諾日　惟命不干常。道善則得之，不善則失之灸。

生財有大道，生之者衆，食筆者寡，為之者疾，用之者舎予，則財恒足奏。

長國家移務財用者，必自小人灸。

錐有善者，亦無如之何奏。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上『大岡』より）

道其不行暗愚。

回之為人也，揮乎中庸，得一善，期拳拳服膚而弗失之灸。

素隠行怪，後世有述焉，吾弗為之臭。

君子早道運行，半途市壌，吾弗能巳奏。

父母其順奏乎。

仁者人也，親親為大。義者宜也。尊賢即日。親親之殺，網干之等，禮所生也，在下位，不

三軍上，民不可得而生葉。
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．

e

　　　　　　　　　　『大學』『中庸』における虚詞問題研究

知所以修身，則知所以治人。知所以治人，則知所以治天下國家灸。

在下位不獲乎上，民不可得而漣痕。獲図上有道，不信乎朋友，不自由上奏。茎立朋友有

道，不順乎親，不信乎朋友葵。順乎親有道，反諸身不誠，不順乎親奏。誠身有道，不明乎

善不誠乎歯面。

人一能之，前腕之。人十能之，己千之。果能此道灸，難愚必明，難柔必強。

自自明謂之性，自明誠調密教，誠則明奏。明則誠臭。

可以賛天地之化育，則可以與天地温灸。

王天下，有三重焉，皆無池園夫。

君子両道，歯面不味，画工文，温血理，知遠心近，句風之自，知微之顯，短才入徳奏。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上『中庸』より）

　　△「感歎」の句末語気詞「　」字が四ヵ所をあげられる。

　　・　人正視己，盗見其肺肝然，則何出直。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上『大學』より）

　　・　中庸其折叙官。民心能久臭。

　　・　上天之載，無聲無臭，至臭。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上『中庸』より）

⑤者：古代漢語の「者」字の定義と使用表現は「女中語気詞」に参看。

　　『大内』『中庸』のなかに句末語気詞「者」字を使ったのは八ヵ所をあげられる。この五ヵ所と

　　も「者也」の連用形として句末に語気の完成を表した。

　　・　康諾日　如保赤子，心霊求之，難藩中不遠　。未有學養子而后嫁会也。

　　・　未有上好仁而下不好義藷也。未有好義其事不終会也。未有府庫財非其雨竜也。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上『大學』より）

　　。　如此者，栽及其身翁也。

　　。　君子未有不如此，而蚤有磐於天下会也。

　　・　夫々者，善縫人之志，善述人痛事：著也。

　　・　誠者不勉語中，不思而得，從容中道聖人也。誠之者鐸善而固執之暑也。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上『中庸』より）

⑥焉：元，盧魚雷『助語僻』：「虚字，是語意結絶庭。〔補義〕語語欝，語涌出，決欝。」

　　　清，馬建忠『重氏文通』春信助字巻九之四：「焉字，語欝助句，凡述往事，其結句助有以焉

　　　字面。所以助陳述之口面諭。其為口強也，案而不断，而以之結句，隠然有坐鎮之概焉。又

　　　云，首句以有益為坐動，欝氣一頓，句前段首，故為提頓之句。焉字有解者，有無解者，閲者

　　　観於前，可以白白　。」

　　　清，王引之『蔵並繹詞』：「焉字是個稽代詞，也是個語氣助詞，而這両個用法，没有明確的界

　　　限。」

　　　王力r古代漢語』第二五七頁：「焉官是語気詞，有為七厘常用於敲述句的句尾來表示停頓，

　　　就一般情況説，官的後面不再加別的語氣詞。」
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『大学』『中庸』のなかに「停頓語氣」としての句末語気詞「焉」字が三十一ヵ所をあげられ

る。

e

　・　天地位焉。二物育焉。

　　　夫婦之愚，可以習知焉。及其二丁，難聖人亦有所不知焉。夫婦之不肖，可以能行焉。及其至

　　　也，難聖人亦有所不能焉。天地之大骨，人猶有所憾。故君子語大，天下莫門門焉。語小，天

　　　　　　　　
　　　下四丁破門。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　
　　　今夫天王昭昭之多，及其無窮也。日月星辰繋焉。三物三三。今夫地一撮土之多，及其廣厚，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
　　　載華嶽而二重，振河海而不洩，萬物載焉。今夫山一巻石之多，及其廣大，草木生之，禽獣居
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　之，寳門門焉。今夫水一丁之多，及其不測，竈罷鮫三三魑三三。貨財殖焉。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
　・　難有其位，荷無其徳，不敢作禮樂焉。錐有其徳，荷無其位，亦不敢作三三焉。

　　　　　　　　　　ム
　・　王天下，有三二二。

　　　　　　　　　　
　・　國有道不攣塞焉。

　　　　　　　　　　　　　ム　　　君子之二四，丘未三一焉。

　　　　　　　　　　　　
　・　君子思入而不自得焉。

　　　　　　　　　　　　　　　　
　・　二日　筍不至徳，至道不凝焉。

　　　　　　　　　　　　　　　　
　・　故旧之生物，必因其材而篤焉。

　　　　　　　　　　　　ム　・　丁丁行怪，後世有述焉。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上『中庸』より）

⑦與：元，丁丁緯r助語群』「與字，為句絶二三聲。〔補義〕：説文：與字，安氣也又疑辮。又歎

　　　僻。又語末僻。」

　　　清，馬建忠『馬弓文通』巻九二疑助字下五：「與宇，古同鰍。語末群。増韻日疑僻也。與唇

　　　音，音之終。與字以助設問，以助擬議者其常，而助味歎者，則不若哉字。」

　　　王力r古代漢語』第二七七頁：「與（歎）下略等於現代漢語的“囑”丁丁“呪”字。丁字的

　　　疑問語氣並不是根強，在多数情況下，是説話丁丁想大約四這様一件事情，門下還是不能深

　　　信不疑，要求二丁人加以謹實。“邪（耶）”字和“與（敷）”字語法作用相同，古音相近，官

　　　椚的不同大概是方言不同的縁故。」

　　　『中庸』のなかに句末語気詞「與」字の使用が六ヵ所をあげられる。r大學』にはなし。

　　　ム
心不在焉。

所謂齊丁丁在野其身者，人之其所親愛下獄熊。之其所賎悪而辟禽。之其所畏敬而辟蔑。之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
其所哀衿而引引。之其所傲惰而辟焉。
　　　　　　　　　　　　　　　ム
其心休休焉。其如有容焉。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上『大學』より）
　　△　　　　　　　　　△

　　　　　　　　△　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△

　　　　　　　　　△　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△

△疑問語気を表わし，「挟揮式の是非問句」として，三ヵ所をあげられる。

。　子日　南方之強負。北方之強血。抑而強負

△「擬議・量度」語気を表わしたのは，一一ヵ所をあげられる。

・　詩日　既明且哲，以保其身，其此之謂禽。
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『大學』『中庸』における虚詞問題研究

　　△「感歎」語気を表わしたのは，二ヵ所をあげられる。

　　　　　　　　　　
　　・　舜其大知也與。

　　　　　　　　　　　　・　舜其大孝也與。

⑧爾：元，盧以緯r助語群』第一三三頁：「耳字，直為語絵聲。」

　　　清，馬建忠『馬氏文通』巻九之三：「爾字，廣韻云，詞之必然也。鄭注檀弓謂，爾語助也。

　　　爾本状字，解如是也。今為傳信助字，可殿句，可殿讃焉，而亦有而已如是之意，其所以別於

　　　状字者，蓋加有決断之口氣耳。」

　　　清，王引之『経傳繹詞』第一九六頁：「耳字的語氣，有表示判定或解澤之意。」『中庸』のな

　　　かに，「判定・解繹」としての句末語気詞「爾」字が一ヵ所をあげられる。『大学』にはなし。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・　言顧行，行顧言，君子胡不槌｛造爾。

⑨号：元，盧以緯r助語欝』第一三四頁：「号字，有在句中者，有在句末者，皆詠歌之助聲。」王克

　　　仲集注：「助聲，指語氣詞。文心離龍章句云，又詩人以号字入於句限，楚僻用之，字出句外。

　　　尋号字成句，及語助餓聲。舜詠南風用之久　。」陳西師範大学詞典編写組『古漢語虚詞用

　　　法詞典』第五〇三頁；「号（xi），語気詞，用在句中或句末，野緩語気。用在感歎句末，助賛

　　　頬，慨嘆語気。可詳為“呵”。用在祈使句末，助禁止・商量語気。」r大学』のなかの句末語

　　　気詞「号」字が感嘆の語気として使ったのは一ヵ所をあげられる。『中庸』にはなし。

　。　有斐君子，終不可誼参b

　『大學』『中庸』のなかの語気詞について，条列式に調べたうえ，以下のように語気詞称説表解統

計図をつくってみた。
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『大學』『中庸』語気詞称説表解統計図〔輩位：（〉ヵ所〕

語気詞 位置 作　　　用 『大平』 『中庸』

句首 興発語気 0 3

夫
句末 感歎語気 0 2

句首 反問語気 0 1

其

句中 推測語気 1 13

之 句中 緩和語気 4 6

哉 下中 感歎兼停頓語気 0 6

町中 停頓語気 1 35

句末 陳述語気 29 90

句中 停頓語気 19 14

者
句末 完成語気 4 4

田中 緩和語気 10 0

号
句末 感歎語気 1 0

句末 陳述已然語気 1 5

　 句末 陳述白白語気 8 18

句末 感歎語気 1 3

句末 疑問語気 0 3

與
（
欺
） 句末 擬議語気 0 1

句末 感歎語気 0 2

句末 反問語気 1 0

乎

句末 感歎語気 2 9

焉 句末 停頓語気 8 23

爾 句末 判定・解釈語気 0 1

結 論

　日本と中国との，ありし姿，あるべき姿を根底から反省する時がおとずれた。それにつれて，中

国語を学習しようという日本人が急速にふえており，同時に学習老の志向も一様ではなくなってき

ている。

　外国語の学習においては，集中的に基礎を固めながらも，その言語を使っている社会と文化の理

解に努力しなけれぽならない。それは自分を映し対比させてみる鏡である。また，当然のことなが

ら，ことばそのものにあらゆる角度から接近し，基礎という核に肉付けをしなければならない。

　本説は元，清の文言文語法研究者の著作をたどりつつ，整理，分類したもので，中国の古典書籍

で字：彙の用法が異なると，内容・働き，指示するものも異なる。以下は『大學』『中庸』の句首，
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『大學』『中庸』における虚詞問題研究

句中，句末語気詞の異同を述べる。

　一．句首語気詞

　　①r大學』にはない

　　②r中庸』のなかに使用した句首語気詞は「夫」「其」をあげられる。「夫」字は興発語気とし

　　　て，「其」字は反問語気として使っていた。

　二．句話語気詞

　　①r大壷』のなかに，「其」「之」「也」「者」「号」の五文字を訪中語気詞として，推測語気

　　　緩和語気，停頓語気，停頓語気，緩和語気として，使用した。

　　②r中庸』のなかに，「其」「之」「也」「者」「哉」の五文字を句中語気詞として，推測語気

　　　緩和語気，停頓語気，停頓語気，感歎兼停頓語気として，使用した。

　三．句末語気詞

　　①r大學』のなかに，「也」「者」「号」「　」「乎」「焉」の六文字を句末語気詞として，陳述語

　　　気，完成語気，感歎語気，陳述已然・陳述将然・感歎語気，反問・感歎語気，停頓語気とし

　　　て，使用した。

　　②r中庸』のなかに，「夫」「也」「者」「　」「與（歎）」「乎」丁焉」「爾」の八文字を句末語気

　　　詞として，感歎語気，陳述語気，完成語気，陳述已然・陳述将然・感歎語気，停頓語気，判

　　　定・解釈語気として，使用した。

　以上，語気詞問題の研究によって，古代漢語の言語学と古代漢語の修辞学に対する用法と意味の

解釈がもっと深く理解できるだろうと思い，試みた研究である。中国五千年黄河流域文化，長江流

域文化の変遷を理解するために，古人が残した書籍，遺物のなかから学んでいくことも一つの手口

とよく言われるが，その古籍中の記載文字が現代文ではないので，古代漢語の研究を必要としてい

る。その的確な筋道の解明と研究も重要視すべきである。

　現代中国語言学者王力博士の『王力文集』第五五〇頁～五六二頁に「漢語の語法特点が二つをあ

げられ，その一，詞序の固定。その二，虚詞の応用。言語は発展的なもの，古代漢語と現代漢語が

同じではなく，語音と詞彙の発展は少し速いが，語法の発展は遅い。語法の発展に方言の区別は小

さい。詞序を言うと，中国漢語方言の詞序が基本的に一致しておる。が，虚詞の差異は，方言語法

の最大の差異である。また，文言虚字について，国民が絶えずに新しい語彙を作り出して，新文

化，新道徳と新社会制度に適応する。新しい語彙は，古い語彙から転化してきたため，古代漢語を

理解する能力を養いたい」という記載がある。

　虚詞問題の探究によって，作者の生活の場所をさぐり出す一つの手法にもなるからだ。現代漢

語の語言学と現代漢語の修欝学がすべて古代漢語と深く関係してあり，これからの漢語文言虚詞問

題の研究も中国語学の重要課題として，一つ一つ研究していく所存である。

注

Dr礼記』，49編。『五経』または『十三経』の一つとして重要視される儒教の経典。礼に関する理論及び解説

を記したもの。漢の戴徳の編した『大戴礼記』と漢の戴聖（戴徳の甥といわれる）の編した『小戴礼記」と
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　があるが，前者はもと85編あったが散逸して現在では39編を残し，後者は49編である。r大戴礼記』と『小戴

　礼記』との関係については，古来諸説があって明らかでないが，一般には礼に関する古い記録を大戴が整理

　して85編とし，小戴はさらにそれを整理して49編としたと考えられている（宇野精一氏「五経から四書へ」，

　『東洋の文化と社会』二，参考）

2）山下熊二『全釈漢文大系3』第15頁参考。

3）程順（1033～1107年）北宋の学者，洛陽（河南）の人，程顎の弟，字は脚半，伊川先生と呼ばれ，兄と合

　わせて二程子という。彼の説は，二子の理説を発展させて理とは現象を成立せしめている抽象的な意味であ

　ると考え，また理と事（現象）合一を主張し，彼によって宋学の大綱が定められた。著書にr易傳』4巻，『経

　説』8巻がある。

4）朱烹（U30～1200年），南町の儒者，字は元町，または仲晦。号に考亭・紫陽・晦庵・雲谷老人などあり，

　文公と設されたが，学者は尊称して朱子という。『四書集注』r詩集傳』r近思録』r朱子語類』など多数の著

　述がある。

5）曽参（前505～前436年），孔子の門人。字は子輿，春秋時代の魯の人。曽子と尊称される。孔子の教えを伝

　えるのに最も功のあった一人。特に親孝行で有名。『孝脛』の著春ともいわれる。

6）三思（前492～前431），孔子の孫で編家。名は仮，字は下思，父が伯魚という。曽子の門人。r中庸』を著

　したといわれる。子思子と尊称される。

7）孟子（前372～前289），戦国時代の思想家。魯の郁の人。名は飼，字は子輿，または子車ともいう。孟子の

　「子」は敬称。孔子の孫の子思の門人に学び，のち，諸国を周遊して王道・仁義を説き，儒教の伝導者をもつ

　て任じた。特に人間の本性を善とする牲善説を説いたことで有名である。亜聖と仰がれる。

8）論語。書名。二十巻。孔子が門人や当時の人と応箸した語や，孔子の言行，門人の問答などを記したもの。

9）書名。孟子の言行や学説を記したもの。七編。孟子の学を学んだ者が編集したものといわれている。r孟子』

　の書が，特に尊ばれるようになったのは，唐・宋以後のことである。

10）儒学の五つの経典，『易経（開戸）』『手解（尚書）』『詩経（弔詩）』『暗記』『春秋』をいう。漢の五帝が五

　経に通じている学者をそれぞれ五経博士に任じ，大学でテキストとして用いたのに始まる。

11）劉宗周（1578～1645年），野末の学者，字は三千，号は念台，賊山先生とも呼ばれる。山陰（漸江）の人。

　1601年進士，官は都下院予州御史にいたった。学問は陽明学。明の最後をかざる大哲学者というべく，弟子

　に黄宗義が出た。

12）荻生祖裸（1666～1728年）江戸中期の漢学者。名は門松，字は茂卿。祖裸は号（譲園とも）。中国風に物租

　徐とも称した。．はじめ朱子学を学び，のち古文辞学（明の李四型・王世貞らが，文は漢以前，詩は唐の天宝

　以前を理想とし，宋学を排斥した文学上の主張）を唱えた。

13）俳門仁斎（1627～1705年目。江戸初期の儒学者。名は維槙，号は仁斎・古義堂。京都の人。古学派（漢・唐

　の時代の注釈によって孔子や孟子の説く真意を明らかにしょうとする江戸時代の学派）の始祖。京都の堀川

　に家塾を開いて約三千人の門弟たちを教育した。著書に『論語古義』『孟子古義』。

14）戦国時代，前403年に晋を分割して韓・魏・趙が成立してから，前221年に．秦の始皇帝が天下を統一するま

　での百八十三年間の乱世をいう。この時代は，戦乱が続いていたから，或いは『戦国策』に記されている時

　期であるから，この名称が生じたという。農業・商工業が発達し，文化的にも「諸子百家」が活躍し，多く

　の思想が開花した。

15）詩経。中国最古の詩集。五経の一つ。殿代（前1600？～前1050？）から春秋時代にかけての詩三千余編を
　　　　　　　けず
　集め，孔子が剛って三百十一編（うち下編は題名のみが伝わる）とし，儒教の経典としたものという。内容

　は，風（国風一諸国の民謡）・雅（大雅・小雅一儀式用のうた）・頬（祭典用のうた）の三部に分かれ，国風

　が過半の百六十編を占めている。これらはすぺてメロディをともなって歌われたものである。なお，詩には，

　賦（物事をありのままに述べるもの）・比（たとえを用いて述べるもの）・興（まずある物事をたとえによっ

　て象徴的に歌い，その後で自分が歌おうとする事柄を述べるもの）の三つの表現法があり，詩の三種の体裁

　の風」雅・頬と合わせて「六義」といわれる。
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16）書振。書名。五経の一つ。尭・舜から周（前1050？～前256）を経て，秦の穆公までの政道についての記録。

　古くは単にr書』といい，漢代には『尚書』，宋以後『書髭Aというようになった。現存する58編のうちには

　後人の偽作も混じる。年号の出典，r書函』尭、典：百姓昭明にして，万邦を協和す。一昭和。『書経』大禺

　護：地平らぎ天成る。一一一平成。

17）山下龍二，六義漢文大系3『大学・中庸』第十五頁参考。

18）注17同書，第十六頁から第十七頁参考。

19）科挙。中国で行われた高級官吏の採用試験制度。晴代から清末までの約千三百年間にわたって行われ，時

　代によってその科目は異なった。唐代では，秀才・明経・進士・俊士・明法・明算の六科目に分かれ，百代

　には，進士・明経・明法の三科目となった。また，試験の段階も，解試（郷試）・省試（会試または貢試）・

　殿試の三種があり，文官を採用する科挙のほかに，武芸によって武官を採用する武科挙（武挙）も，唐代以

　来，行われた。

20）士大夫，中国の上流階級をいう。語原的には中国古代の五階級，天子・諸侯・大夫・士・庶民の中の第三

　と第四を合せ称したもの。宋以後になると士大夫は社会的には農工商以外の読書人・知識階級を意味し，と

　くに科挙出身の文人官僚を区別していうときに用いる。

21）曽醗（1019～1083年）北宋の政治家・文学者。宇は子固。号は南豊。南豊（今の江西省黎川県）の人。唐

　宋八大家の一人。項羽の愛姫虞美人を悼んだ七言古詩f虞美人草」の作者。

22）司馬光（1019～1086年），北宋の政治家・学者。字は三三。論は文正。今の山西省夏県の人。凍水先生，或

　いは司馬温公ともいわれる。その著『資治二三』（294巻。1362年間の編年体の史書である。また，徳川藁囲

　編の『大日本史』の編集にも大きな影響を与えている。）は不朽の歴史書でもある。

23）注17同書第二十二頁第二十三頁参考。

24）『千字文」書名。一巻。梁（502～557年）の周興嗣が武帝の命により著したもの。初学者の教科書，習字の

　手本として，中国や日本でも広く用いられた。「天地玄黄，宇宙洪荒」から始まる二百五十句の四言古詩，計

　一千字からなる。

25）『三字経』，書名。宋の王伯厚著。一巻六三。「人之初編」，「四書編⊥「百家編」，「歴史編」，「聖賢編」，「勤

　学編」。江戸時代，大橋順がr本朝三字経』を児童教訓書として著した。「我日本，一称和，地膏腋，生嘉禾，

　人勇敢，長三文」のように日本の歴史的事：実を三字を一一句として敲述。

26）『百家姓』，姓を配列した学童の識字用テキストで，宋の呉越王銭氏のとき，民間で作られたという。通行

　本は単姓408，複姓30，計438字を収めている。

27）『全釈漢文大系』月報一5，第3巻。『大学』の中の小学一加地伸行，昭和49年3月，集英社：，第二頁参

　考。

28）注27同書，第二頁参考。

29）孟夏経典19，『四書二二』王天引訳注，第一頁参考。

30）注29同書，第一頁参考。

31）『孝経』，書名。全1巻（18章）。儒教の経典の一つ。孔子がその門人の曽子に主として孝道について説いた

　のを，曽子または，その門人が記録したものといわれる。戦国時代に完成した。

32）．注27同月報，第二頁参考。

33）鄭玄（127～200年），後漢末の学者，北海高密（山東）の人，字は康成。彼は古文を主として，今文・古文

　の諸説を総合して一・家をなし，広く六経全体を研究した。古典解釈の功績は偉大で，後世の漢学のために重

　平な轡物を残した。現存の『三礼注』『毛詩鄭箋』はその中でも代表的なものである。

34）『全面漢文大系』3，集英社，昭和54年7月30日第1酬。第一七七頁参考。

35）r漢書』，歴史書。百二十巻。後漢の班固が，父，班彪の志を継いで書いた前漢一代の記録。『史記」になら

　つた紀伝体で，本紀十三巻，衷十巻，志十八巻，列伝七十九巻から成る。二十四史の一つ。

36）『晴審』，歴史書。八十五巻。二十四史の一つ。唐の魏徴らが太宗の命によって編集した陥の正史。六三六

　年成立。
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37）r唐書』，歴史書。二百二十五巻。唐代の正史で，二十四史の一つ。本紀十巻，志五十巻，表十五巻，列伝’

　百五十巻から成る。宋の欧陽脩らが勅命によって著したもの。

38）旧注2，第一七七頁参考。

39）孔子（前551～前479年）葬秋時代末期に魯の阪邑に生まれた大思想家・学者で儒家の祖。

40）顔回（前521～前490年）春秋時代，魯の人。字は子等。顔淵とも呼ばれた。孔門十哲のeg一一人老。後世，

　亜聖と称せられる。

41）大夏経典19巻r四書新解』中庸篇。大夏出版社。

42）欧陽修（1007～1072年）北宋の政治家・学者・文章家。唐宋八大家の一人。庶：陵（今の江西省内）の人。

　著霧は『欧陽文忠公文集』百五十三巻，『新唐欝』『新五代史』『毛詩本義』など。

43）蘇賦（1036～1101年）北宋の政治家・文豪。唐三八大家の一人。字は子膿。号は東披居士。眉山（今の四

　川省内）の人。宋代文学の最高峰に位し，『蘇東披全集』百十五巻がある。父は蘇淘（1009～1066年）。弟は

　蘇轍（1039～1112年）。いずれも唐宋八大家の一人に数えられて「三蘇」と称される。

44）清朝（1616～1912），学問を奨励して『四二全書』を編纂し，漢人学者を使って文化の興隆に精進した。

45）二二（1740～1816年），二代の学者。大名（今の河北省内）の人。古代研究に没頭してF考信録』36巻を著

　わした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

46）同注2，第一七八頁参考。

47）儒教，孔子を祖とする学派の教え。修己・治人に力を尽くすことにより，人類の幸福・社会の平和の実現

　を目的とする一一tsの倫理学・政治学である。

　仏教，釈迦牟尼が前500年開創した宗教。人間存在は欲望を根拠として成立し，人が物心の事象に愛着すると

　ころに苦悩の源がある。すべてのものは孤立し固定した存在ではなく，相互に関係し交渉しあって成立し存

　在し，しかも一刻もとどまることなくつねに変化していることに達観すると，みずからを拘束して苦悩をつ

　くっている我見から解放され，すべてに恩を感じる歓びの生活，苦悩を超克した自由の境地がひらかれてく

　る。それはなんぴとでも八正道を実践することによって達成せられる。

　道教，中国で成立した。民間信仰を中心とする多神教的宗教。現在の幸福や不老長寿を追求する現世的利益

　を目的とするもの。黄帝・老子・荘子らを祖とする無為自然を主旨とした老荘哲学，中国古代の民間信仰や

　不老不死の神仙の説を中心に，陰陽五行説，易などを取り入れた宗教。

48）二二2，第一八三～一九七頁参考。

49）r中学語文教師手M』（上冊・下珊）上海教育出版社，1981年。『古代漢語』王力主編，中華書局，1981年修

　二本。

50）中国語学会『中国語学』第227号，波多野太郎先生「北京大学教授王力博士」より，王力博士，1900年8月10

　日誌西省博白県岐中村に生れた。中国の古文法を研究した。1927年，27歳でパリ大学に入学し，実験音声学

　を研究し，1931年に「生白方音実験録」の論文により，文学博士の学位を獲得した。先生は半世紀余りの歳

　月の間，漢語研究と教育との仕事に従事され，著需40種，論文130篇をものにされ，語法学・音韻学・詩律学

　・言語史・文字改革・漢語規範化・普通話普及等の分野で卓越した貢献をされ内外に名声が高い。先生の語

　法研究は，清華大学国学研究院の卒業論文「中国古文法」が梁啓超の好評を博した。1954年北大で始めて漢

　語史には語音史・語法史・語彙史の三分野があり，先生がその全面的研究をされた。

51）山東教育出版社，1985年3月第1版『王力文集』第三巻第356頁。

参　考　文　献

1陳西師範大学詞典編写孔門，『古漢語虚詞用法例典』映西人民出版社。1988年4月第1鰯。

2　中華民國孔孟学会主編，r孔孟学説叢書　学庸研究論集』黎明文化事業股扮有限公司出版。1981年1月第1

刷。

3蒋　中正著r科学的二二』黎明文化事業股扮有限公司出版。1985年1月第1刷。

一一@64　一



4　藩　重規著，『中国文字学』東大圓書股扮有限公司出版。1990年1月第3鰯。

5　李　玲賢主編。文科自学書系『古代漢語精解』上海文藝出版社1990年4月第一版。

6　謝　～水螢・劉　正浩等編課，『新鐸　四書談本』三民書局出版。1989年3月第2刷。

7　王　天刑編註『四書新解』大夏出版社，1990年10月第1刷。

8　鵡湖書院叢書七　程　兆熊著，『五経大義』上略・下略，明文書局出版。1988年6．月30H第1刷。

9　許　菱祥編著，『唐文文法』大中国図書公司出版。1991年2月第2刷。

10　清・馬　建忠著『馬氏文通』商務印書館。1978年5月壷一興。

11劉　復著『中国文法講話』北新書局出版。1981年1月第1剛。

12● ﾓ　適著『国語文法概論』遠地図書公司出版，1972年再版第1刷。

13楊　樹達著『高等国文法』鼎文書局出版。1979年1月第1刷。

14西元郭外『語言問題』商務印書館出版。1968年再版第1刷。

15　王　了一著『古漢語通論』中外出版社。1972年1月第1刷。

16　周　法高著『中国古代語法一稔代篇』町尽国風出版社。1972年3月：重刊。

17　高　名凱著『漢語語法論』開明書店出版。1980年2月第1刷。

18　湯　廷池著『国語語法研究論集』学生書局出版。1979年1月ag　1刷。

19　諌　全野編著『古代漢語基礎』華正書局出版。1982年1月第1剛。

20　黄　六平著『漢語文言語法綱要』漢京文化公司出版。1984年4月第1刷。

21袈　学海著『古書虚字：隅隅』世一書局出版，1978年1月第1刷。

22　呂　叔野馬『文言虚字』開明書店出版。1980年復刻再版。

23　周　法高『上古語法札記』，中央研究院歴史語言研究所集刊第22本。1966年刷。

24　許　世瑛著『常用隅隅用法浅樺』復興書局出版。1981年第10刷。

25　鄭　錦全：著『語言学』台北・学生書局出版。1980年1月第1捌。

26　何　淑早事『古漢語特殊語法研究』学海出版社。1968年第1刷。

27　清・段平裁著『説文解字注』南平出版社1969年復刻再版。

28　梁　啓平等『要籍解題及特等法』中華鶴局復刻再版1965年。

29　屈　萬里先生全集第四朋『先秦文史資料考辮』聯経出版公司。1972年。

30　張　以仁『国語虚詞集繹』中央研究院歴史語言研究所専刊。1966年。

31張　以仁『国語虚詞訓解商権』中央研究院歴史語言研究所集刊第36本。1970年。

32　三野　昭一著。『中国語文法の基礎』三修

33　張　之強・許　嘉地堺。『古漢語論集』湖南教育出版社。1988年1月第1版。書店出版。1984年H月第14版

　発行。

34　〔元〕盧以緯著，王克仲集注。r助語僻集注』中華書店出版。1988年12月第一版。

35　湯可敬主編。『新編古代漢語』（上），（下），北京出版社。1989年12月第1版。

36　周　法高著作。『中国古代語法』稻代編，全二朋北京中華開局出版。1990年1月第一版。

37　《中学語文教駅手珊》編委畔編・挑　麟園主編。r中学語文教師手珊』上朋・下朋。上海教育出版社出版。

　1981年12月半1版。

38　中国社会科学院語言研究所古代漢語研究室編。『古漢語研究論文集』（二）。北京出版社出版。1984年9月第

　1版。

39　…E　力三編。r古代漢語』（修訂本）第一鮒・第二研・第三珊・第四珊。北京中華書局出版。1962年11月第

　1版。1990年3月北京第19次印Sli。

40王　力著作。『王力文集』第三巻。山東教育出版社出版。1985年3月第1版。

41平手湘著作。『中国文法要略』上・中・下巻，商務印書館出版。1941年5月第1版。

42　経　一之編著。『漢語語法基礎知識』湖北人民出版社。1957年7月第1版。

43　施　樹林編著。『漢語語法提要』江蘇人民出版社。1957年3月第1版。

一一
@65　一一一



44　王　了一著。『漢語語法綱要』新知識出版社出版。1957年3月第1版。

45何　容著。r中国文法論』台湾開明書店。1954年6月ag　1版。

46　呂　叔湘・朱　徳煕共著。r語法修僻講話』開明書店出版。1951年12月第1刷。

47郎　峻章著。『漢語語法』遼寧人民出版社出版。1955年4月12日第1版。

48　山下　龍二著。全釈漢文大系第三巻『大学・中庸』集英社出版。1974年3月初刷。

49　市原　亨吉・今井　清・鈴木　隆一共署。全釈漢文大系第十二巻・第十三巻・第十四巻『礼記』上・中・

　下。集英社出版。1976年6月30日第1刷・1980年9月30日第2刷。

50　田部井　文雄・菅野　禮行・江　連隆・土屋　泰男共編。r漢詩漢文小百科』大修館書店出版。1990年4月

　20日初版発行・1990年6月10日再版発行。

51森野　繁夫・佐藤　利行共著。『漢文』白帝社出版発行。1989年4月20日初刷。

52孫昌武・寛久美子共編。『中国古典詩詞選』白帝社出版発行。1986年11fi　20日初版発行・1990年3月10

　日2刷発行。

53上野　恵司著。r標準　中国語工』白帝社出版発行。1989年12月10日初刷発行・1991年4月10日4刷発行。

54　中川　正之・木村　英樹編訳。朱　徳煕著r文法のはなし』光生館。1986年11月20日初版第1励。

55　土屋　申一著。『中国語文法入門』大学書林。1979年8月10日第1刷。

56　児野　道子著。r中国語文法讃本』光生館。1989年2月10日初版第1刷。

57　三野　昭一著。『中国語文法の基礎』三修社。1991年4月1日第17版。

58　山田　勝美著。r漢字の語源』角川雷店。1976年3月30日初版・1988年6月20日17版。
　　　　　　　　しム
59　中澤　希男・澁谷　玲子共著。r漢文訓読の基礎』教育出版株式会社発行，1985年11月13日第1刷。

60輿水　優…著。中国語研究学習双書⑧r中国語の語法の話一中国語文法概論』光生館。1985年3月15日初

　版第1刷・1991年9月1日第4刷。

61香坂　順一編著。r中国語虚心辞典』光生館。1988年9月10日初版第1刷・1992年5月20日第3刷。

62　西田　太一郎著。r漢文の語法』角川書店。1980年12月10日初版。

63　大滝　幸子，「中国語語気詞の意味記述」（その2）中国語学会『中国語学』第227期，1980年11月14日刊。

64　小川　文昭，「構造について」中国語学会『中国語学』第229期，1982年11月20日刊。

65　原　由起子，「語気副詞〈可〉とく井〉〈倒〉〈却〉中国語学会r中国語学』第232期，1985年11月8日刊。

．66一


